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没後400年
島津義弘ゆかりの地を辿る
NPO法人 かごしま探検の会 代表理事 東川 隆太郎
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　慶長12（1607）年、島津義弘は平松城（姶良市平松）か

ら居を移した。始めは、龍門の滝の近くに位置する加治木城

に入る予定で、48人の家臣を先発させた。しかし、加治木

城はしばらく空城であったことや町割を考慮して、新たに屋

形を建てることにした。その際には易学者の黄（江夏）友賢

が尽力し、役所や家臣団の屋敷の配置が進められた。誕生し

た屋形は、南北200メートル・東西350メートルの長方形

で、南側に石垣、北側に堀が設けられた。屋形の東半分が義

弘の屋敷となり、西半分は義弘の子である忠恒こと家久が義

弘の死後に屋敷を設けた。屋形の標高は約10メートルで、

南側に低い平地に家臣団の屋敷が立ち並んだ。義弘は元和5

（1619）年7月21日に、この屋形で亡くなる。加治木が晩

年の地であって、12年間を過ごした。亡くなった際の年齢

が85歳と、当時の平均寿命からすると高齢である。そのた

めに加治木時代には、体の衰えも見られていたようで、この

屋形においては老いを感じさせるエピソードも伝わってい

る。ひとつは、晩年には食が細くなり食べることも億劫にな

りがちになった。そのような時に家臣らが工夫したのは、戦

場さながらの鬨の声をあげることで、そうすると自分で食事

をすることができたという。他にも、体が思うように動かな

いにも関わらず、義弘は生まれた伊作の地にある大汝牟遅神

社に参拝したがったという。そこで家臣らは考え、屋形から

近い位置にある春日神社にお連れして、「殿、着きました

よ。」と伝えたという。すると、義弘は勘違いをして春日神

社を参拝することで満足したという。

 波乱万丈な一生を駆け抜けた義弘にとって、最晩年となる

加治木時代はそれまでの過ごし方とは違い、穏やかさが確か

に存在するようである。屋形跡に残る石垣などが、そのこと

を静かに伝えてくれているようである。
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 月のスケジュール 鹿児島商工会議所12   

インフォメーション17
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「おぎおんさぁ」Instagramフォトコンテスト入賞作品決定
検定試験のご案内/会員事業所総訪問キャンペーン
容器包装リサイクル委託申込受付のご案内

商業部会委員研修会
製造・整備・エネルギー部会委員研修会
金融・不動産部会委員研修会

◆加治木島津屋形跡（義弘公薨去地）

期日 件　　名
第47回カラーコーディネーター検定試験　8:30～16:30　於：14階ほか

観光・飲食・交流部会 正副部会長選任部会総会　16:30～　於：14階

第218回珠算、第128回段位認定試験申し込み受付開始(～1/9迄)
第3回かごしま検定申し込み受付開始(～1/10迄)

第154回簿記検定・第85回リテールマーケティング（販売士）検定
申し込み受付開始（～1/24迄）

仕事納め

製造・整備・エネルギー部会 正副部会長選任部会総会　10:30～　於：14階
軽減税率導入に対応した経理・決算処理セミナー　13:30～15:30　於：4階アイムホール
金融・不動産部会 正副部会長選任部会総会　14:30～　於：13階
事業承継セミナー　13:30～15:30　於:14階
食品・一次産業部会 正副部会長選任部会総会　15:30～　於：14階
情報・文化部会 正副部会長選任部会総会　16:30～　於：14階

第110回下級珠算・暗算検定試験　於:各塾
第46回ビジネス実務法務検定試験　8:30～16:30　於：14階ほか
総合サービス部会 正副部会長選任部会総会　17:15～　於：14階
建設・資材部会 正副部会長選任部会総会　17:30～　於：13階

第27回eco検定試験　8:30～16:30　於：4階アイムホール
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※予定は変更になる場合があります。

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階
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鹿
児
島
商
工
会
議
所 

第
42
期
役
員
が
決
ま
る

　
当
商
工
会
議
所
は
令
和
元
年
11
月
8
日
に
第
2
6
3
回
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し
、

第
42
期
役
員
を
選
任
し
た
。会
頭
に
は
引
き
続
き
、岩
崎
産
業（
株
）の
岩
崎
芳
太
郎
社
長
が

選
任
さ
れ
た
。副
会
頭
4
人
に
は
、南
海
食
品（
株
）の
渕
本
逸
雄
会
長
、南
生
建
設（
株
）

の
川
畑
孝
則
会
長
、鹿
児
島
ビ
ル
不
動
産（
株
）の
前
田
俊
広
社
長
、高
島
屋
開
発（
株
）

の
犬
伏
和
章
社
長
が
再
任
さ
れ
た
。な
お
、第
42
期
の
役
員
、議
員
の
任
期
は
令
和
4
年

10
月
31
日
ま
で
と
な
る
。

　
11
月
８
日
の
総
会
で
、
議
員
か
ら

推
薦
を
受
け
、
満
場
一
致
で
続
投
が

決
定
し
た
岩
崎
芳
太
郎
会
頭
は
、
就

任
の
挨
拶
の
中
で
、﹁
和
を
も
っ
て
尊

し
と
す
る
こ
の
国
に
お
い
て
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
の
世
の
中
で
は
、
都

市
と
地
方
お
よ
び
大
企
業
と
中
小
企

業
の
間
に
、
富
の
偏
在
、
情
報
の
偏

在
、
人
材
の
偏
在
が
生
じ
て
お
り
、

地
方
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
時
代
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
鹿
児
島
の
経
済
を
リ

ー
ド
す
る
商
工
会
議
所
の
会
頭
と
し

て
、
6
年
間
の
積
み
上
げ
を
活
か
し
、

や
る
べ
き
こ
と
は
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
﹂
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
会
頭
の
選
任
に
引
き
続
き
、
副
会

頭
、
専
務
理
事
、
名
誉
顧
問
、
特
別

相
談
役
、
特
別
顧
問
、
常
議
員
、
監

事
が
選
任
さ
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

な
お
、
各
役
員
、
議
員
は
次
の
通
り
。

︵
敬
称
略
︶

岩
崎 

芳
太
郎

岩
崎
産
業︵
株
︶

　
代
表
取
締
役
社
長

山下 春洋

会　頭

副　　会　　頭専務理事

就任の挨拶をする岩崎 芳太郎会頭
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犬伏　和章
高島屋開発(株)

代表取締役

前田 俊広
鹿児島ビル不動産(株)

代表取締役

川畑 孝則
南生建設(株)

代表取締役会長

渕本 逸雄
南海食品(株)

代表取締役会長



渡辺 勝三
鹿児島空港ビルディング(株)

代表取締役社長

永倉 悦雄
鹿児島相互信用金庫

理事長

佐潟 隆一
(株)南日本新聞社
代表取締役社長

中野 隆
九州電力(株)鹿児島支社
執行役員鹿児島支社長

中野 寿康
(株)南日本放送
代表取締役社長

有村 和晃
マルエーフェリー(株)

代表取締役

岩男 直哉
マリックスライン(株)

代表取締役社長

池田 純一
(株)ニシムタ

代表取締役副会長
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諏訪 秀治
鹿児島トヨタ自動車(株)

代表取締役会長

玉川 哲生
セイカ食品(株)
代表取締役会長

岩元 恭一
(株)山形屋

代表取締役社主

津曲 貞利
日本ガス (株)

代表取締役社長

後藤 孝行
鹿児島信用金庫
代表理事会長

荒田 静彦
鹿児島テレビ放送(株)

代表取締役社長

永田 文治
(株)鹿児島銀行

顧問

永山 在紀
南国殖産(株)

代表取締役社長

東 清三郎
城山観光(株)

代表取締役社長

本坊 修
本坊酒造(株)
取締役会長

森 俊英
(株)南日本銀行
代表取締役会長

三角 皓三郎
(株)Misumi

代表取締役会長

今別府 英樹
今別府産業(株)
代表取締役社長

伊田 尚充
伊田食品(株)

代表取締役社長

岩元 正孝
カクイ(株)
代表取締役

岩元 純吉
金生産業(株)

代表取締役会長

岩元 修士
(株)山形屋ストア
代表取締役会長

岩崎 史眞子
いわさきホテルズ(株)

代表取締役



4アイム【2019年12月】

第42期役員・議員の顔ぶれ

岡部 龍一郎
(株)土佐屋

代表取締役社長

鮫島 勝行
南九州日野自動車(株)

取締役顧問

重久 善一
重久公認会計士事務所

所長

新留 司
(株)新留土木
代表取締役

森 克俊
鹿児島交通(株)

取締役

宮下 忠明
鹿児島中央青果(株)

代表取締役社長

吉田 健朗
(株)南日本総合サービス

代表取締役

大西 儀朋
鹿児島海陸運送(株)

代表取締役社長

河井 達志
(株)カワイ
代表取締役

小正 芳史
小正醸造(株)

代表取締役会長

小牧 隆
小牧建設(株)
代表取締役

久米田 彬
ネッツトヨタ鹿児島(株)

取締役会長

坂口 昌八
(株)フタバ

代表取締役社長

東條 正博
(株)東条設計

代表取締役会長

玉利 佳久
(株)タイフク

代表取締役社長

竹之内 日出晴
(株)共進組
代表取締役

諏訪 健筰
(株)トヨタレンタリース鹿児島

代表取締役会長

寿福 一隆
(株)寿福産業

代表取締役会長

中村 忠徳
(株)ナカムラ自動車

代表取締役

長島 和實
長島商事(株)

代表取締役社長

西中 浩二
(株)日能研九州

代表取締役

羽仁 正次郎
(株)ハニ

代表取締役

西村 将男
いわさきコーポレーション(株) 

取締役副社長

福田 光一
大福コンサルタント(株)

代表取締役

春田 滋
(株)ハルタ

代表取締役会長

馬場 甚史朗
(有)馬場製菓

顧問

正 吉浩
大正観光(株)
代表取締役

山ノ内 文治
(株)明興テクノス

代表取締役

米盛 庄一郎
米盛建設(株)
代表取締役
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島津 公保
南九州クリーンエネルギー(株)

代表取締役社長

飯塚 隆
(株)南九州ファミリーマート

代表取締役社長

猪鹿倉 秀武
医療法人猪鹿倉会

理事長

今村 英仁
(公財）慈愛会

理事長

岩田 英明
(名)明石屋菓子店

代表社員

打越 龍朗
鹿児島日産自動車(株)

執行役員

大石 和弘
九州旅客鉄道(株)鹿児島支社
執行役員鹿児島支社長

門脇 祐司
鹿児島県経済農業協同組合連合会

代表理事理事長

上村 昌志
(株)カミチク

代表取締役会長

清川 継一朗
(株)タイヨー

代表取締役社長

清川 剛久
(株)プラスエスコーポレーション

取締役

坂之上 忍
鹿児島中央ビルディング(株)

代表取締役

坂本 雅己
(株)肥後銀行鹿児島支店

支店長

崎田 政治
白露酒販(株)

監査役

監
　
　
事

笹田 隆司
南九州レンタリーシング(株)

取締役

押井 啓一
税理士法人押井会計

代表社員

議
　
　
員

青﨑 彰
日本ガスエネルギー(株)

代表取締役

安達 洋彦
白露酒造(株)鹿児島営業所

取締役

市丸 隆二郎
(株)日本観光
代表取締役

岩崎 麻友子
白露カンパニー(株)

代表取締役

岩崎 貴光
(一財)岩崎育英文化財団

副理事長

奥 智行
鹿児島国際観光(株)

代表取締役

川田代 泰和
(株)積善社

代表取締役会長

久米田 伝宏
昭和興産(株)

顧問

工藤 宰
(株)ＫＣＲ

代表取締役社長

江夏 洋
(株)ニットク
代表取締役

近藤 健
トヨタカローラ鹿児島(株)

代表取締役会長

坂元 昭宏
坂元醸造(株)

代表取締役社長
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山口 亮
JX喜入石油基地(株)
代表取締役社長

二宮 美貴子
鹿児島交通観光(株)

監査役

佐野 輝
国立大学法人鹿児島大学

学長

米盛 公治
社会医療法人緑泉会

理事長

萩元 千博
南国交通(株)

代表取締役社長

髙田 昌実
医療法人玉昌会

理事長

望月 將生
アクサ生命保険(株)鹿児島支社

支社長

新園 輝男
トヨタエルアンドエフ鹿児島(株)

取締役

田北 和博
(株)鹿児島讀賣テレビ

代表取締役社長

西川 雄一
(株)西川海陸輸送

取締役

知識 公洋
(株)南給

代表取締役社長

島津 忠裕
(株)島津興業

代表取締役社長

田尻 和郎
鹿児島ヤクルト販売(株)

取締役社長

鳥井ケ原 孝夫
鹿児島ヨコハマタイヤ(株)

代表取締役社長

中村 純
(株)ナカムラ

代表取締役会長

中島 雄二
(株)九電工鹿児島支店
上席執行役員支店長

西 陽一郎
西酒造(株)
代表取締役

野村 俊郎
ソフトマックス(株)

代表取締役

林 美智子
三洋工機(株)

代表取締役社長

日高 淳一
(株)JR鹿児島シティ
代表取締役社長

平神 和義
南国生コンクリート(株)

代表取締役社長

古山 順一
(株)鹿児島放送
代表取締役社長

峯元 時秀
(株)ブンカ巧芸社
代表取締役会長

宮之原 清子
(株)清友

取締役会長

森 裕之
鹿児島製茶(株)
代表取締役

柳田 洋
(株)丸屋本社
代表取締役

山下 純一
鹿児島トヨペット(株)

代表取締役社長
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TALK

地
域
に
根
差
し
た
実
践
的
な
教
育
で
、
地
域
を
支
え
る
人
材
を
送
り
出
し
ま
す

QA

QA

QA

おおくぼ ゆきお さん（65）
熊本県出身
1979年3月　千葉大学大学院理学研究科数学専攻修了　　　　
1992年4月　鹿児島経済大学　講師
1999年9月　千葉大学大学院博士号（理学）取得
2007年4月　鹿児島国際大学　教授
2010年4月　鹿児島国際大学　経済学部長
2015年4月　鹿児島国際大学　副学長
　　　　　 　鹿児島国際大学　産学官地域連携センター長
2016年4月　鹿児島国際大学大学院　経済学研究科長
　　　　　 　鹿児島国際大学　附置地域総合研究所長（現在も兼務）
2019年4月　鹿児島国際大学　学長

学校法人津曲学園
鹿児島国際大学
学長 

大久保 幸夫さん

　
2
0
1
9
年
4
月
に
学
長
に
就
任
。
ど

の
よ
う
な
抱
負
を
お
持
ち
で
す
か
？

　
鹿
児
島
国
際
大
学
は
87
年
も
の
長
い
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
い
て
い
く
大
学
で
あ
り
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
大
学
の
魅
力
を
よ
り
高
め
て

い
け
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
目
指
す
教
育
は
﹁
地
域
に
根
差
し
た
、

地
域
に
貢
献
す
る
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人

材
の
育
成
﹂
で
す
。﹁
地
域
﹂
を
見
つ
め

る
こ
と
、﹁
世
界
﹂
に
目
を
向
け
る
こ
と

を
両
輪
と
し
て
展
開
。
そ
れ
こ
そ
が
鹿
児

島
国
際
大
学
の
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
差
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

は
？
　
ま
た
、
国
際
交
流
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
学
は
２
０
１
５
年
に
文
部
科
学
省
の

﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
大
学
︵
Ｃ
Ｏ
Ｃ
︶
﹂

事
業
の
認
定
を
受
け
、
﹁
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
に
し
た
地
域
が
求
め
る

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
は
と
く
に
実
践
を

重
視
。
学
生
た
ち
が
対
象
地
域
へ
足
を
運

ん
で
、
地
域
の
課
題
を
捉
え
、
解
決
の
た

め
の
対
策
を
考
え
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
ら
に
は
、
学
生
た
ち
の
手
で
ア
イ
デ
ア

を
実
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
治
体
や
企
業
と
連
携
し
、
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
阿
久

根
市
の
地
域
活
性
化
事
業
で
は
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
て
学
生
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
。
阿
久
根
市
の
魅
力
的

な
商
品
を
集
め
て
地
域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
垂
水
市
の
寄
附
講

座
も
開
講
。﹁
道
の
駅
た
る
み
ず
は
ま
び

ら
﹂
の
開
発
計
画
︵
２
０
１
８
年
11
月
に

施
設
は
オ
ー
プ
ン
︶
に
触
れ
て
、
地
域
に

お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
鹿
児
島
市

喜
入
旧
麓
の
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
企
画
の
提
案

を
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
独
自
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
と
は
別
に
、

県
内
８
大
学
・
鹿
児
島
県
・
企
業
・
団
体

な
ど
で
行
う
﹁
地
︵
知
︶
の
拠
点
大
学
に

よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
︵
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事

業
︶
﹂
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
関
し
て
は
、
海
外
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

国
の
大
連
、
台
湾
の
台
北
な
ど
へ
毎
年
30

人
程
を
派
遣
。
海
外
の
職
場
に
触
れ
て
国

際
感
覚
を
養
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、

海
外
か
ら
の
留
学
生
も
多
数
在
籍
し
て
い

ま
す
。
留
学
生
に
は
日
本
人
学
生
を

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
つ
け
て
い
て
、
日
本

の
暮
ら
し
に
慣
れ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

交
流
も
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
は
？

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
・
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
は
５
ヶ

年
計
画
で
、
２
０
１
９
年
度
が
最
終
年
で

す
。し
か
し
、地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動

に
つ
い
て
は
継
続
し
て
力
を
入
れ
て
い

き
、さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。そ
れ

か
ら
、
本
学
の
地
域
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
る
と﹁
修
了
証
﹂を
取
得
で
き
ま

す
。こ
れ
は
、地
域
活
性
化
の
実
践
的
な
学

問
を
修
め
た
こ
と
、
地
域
へ
の
熱
い
思
い

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
就
職
活
動
の
ア

ピ
ー
ル
材
料
に
も
な
り
ま
す
。こ
の﹁
修
了

証
﹂
の
認
知
度
を
も
っ
と
上
げ
て
い
き
た

い
。
こ
れ
が
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
学
の
知
的
資
源
を
も
っ
と
活

か
し
た
い
、と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。社

会
人
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
の
発
展
の
た
め
に
、
鹿
児
島
国

際
大
学
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
と
手
を
取
り
合
い
、
地
域
に
根
差

し
た
教
育
・
研
究
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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会員さんクローズアップ

法
人
成
り
で
、
未
来
へ
の
可
能
性
が
さ
ら
に
大
き
く
広
が
り
ま
し
た

「
作
り
手
」
と
し
て
の
思
い
を

ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
き
た
い

法
人
成
り
の
相
談
で

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
を
活
用

や
り
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

事
業
拡
大
の
可
能
性
を
感
じ
て

　
私
は
大
工
で
す
。
２
０
１
１
年
に
独
立

し
、
当
初
は
個
人
事
業
主
と
し
て
﹁
土
橋

建
築
﹂
の
屋
号
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
９
年
４
月
に
法
人
成
り

し
、
夫
婦
で
会
社
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
家
づ
く
り
を
通
し
て
お
客
様
の
想
い
を

形
に
す
る
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
。
作
り
手
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
、
き
っ
ち
り
と
モ
ノ
づ
く
り
を
や
っ
て

い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
が
、
社
名
に
は

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
業
務
内
容
は
住
宅
や
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー

ム
、
戸
建
住
宅
の
新
築
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
間
取
り
を
考
え
る

と
こ
ろ
か
ら
完
成
ま
で
一
貫
し
て
引
き
受

け
ま
す
。
現
場
で
お
客
様
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
細
か
な
要

望
に
応
え
ら
れ
る
の
も
強
み
で
す
ね
。
ま

た
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
改
修
も
多
く

行
っ
て
い
ま
す
。
新
築
住
宅
だ
け
で
は
な

く
、
伝
統
的
木
造
建
築
技
術
の
継
承
、
古

民
家
再
生
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
鶴
丸
城
の
御
楼
門
の
工
事
に
も
参

加
。
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
へ
の
入
会
は
２
年

ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
。
じ
つ
は
、
そ
れ
ま

で
は
経
営
の
こ
と
を
あ
ま
り
深
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
の
前
の
仕
事
を

き
っ
ち
り
と
こ
な
し
て
い
く
。
確
定
申
告

も
税
理
士
さ
ん
に
丸
投
げ
。
事
業
の
規
模

が
小
さ
い
う
ち
は
、
そ
れ
で
も
良
か
っ
た

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
事
業
拡
大
と
と
も

に
経
営
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
出

て
き
ま
す
。
商
工
会
議
所
は
経
営
に
つ
い

て
何
で
も
聞
け
る
場
所
。
す
ご
く
あ
り
が

た
い
存
在
で
す
。
入
会
後
に
労
働
保
険
や

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
に
加
入
し
、
記
帳

指
導
も
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
を
利

用
し
て
、
法
人
成
り
の
相
談
も
し
ま
し
た
。

法
人
成
り
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
法
人

成
り
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
丁
寧
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
法
人
に
し
た
ほ
う
が
信
用
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と
、
税
の
優
遇
、
将
来
へ
の
発
展

性
な
ど
を
考
慮
し
て
法
人
成
り
を
決
意
。

い
ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
会

社
設
立
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
し
た
。

　
法
人
と
し
て
は
ま
だ
１
年
目
で
、
仕
事

の
中
で
変
わ
っ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
法
人

成
り
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
足
場
が
で
き
、

事
業
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
る
だ
ろ
う

と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。

　
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
人
の
育
成
で
す
。
将
来

的
に
は
、
熱
意
の
あ
る
若
い
人
を
会
社
に

入
れ
て
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
腕

の
良
い
仲
間
が
増
え
る
こ
と
は
、
事
業
の

さ
ら
な
る
拡
大
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
仕
事
の
幅
を
も
っ
と
広
げ

た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
宅
地
建
物
取

引
士
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
い
っ
た
資
格
を
妻

が
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
ど
ん
ど

ん
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

腕の良い大工さんには、どんどん仕事が舞い込んでくる。
土橋さんは独立から順調に事業を拡大させてきました。そして、
この春に事業を法人化。大きな一歩を踏み出しました。

つちはし  のぶひろ

土橋 信博 さん（39）代表取締役

株式会社TSUKURITE

会員さんクローズアップ

創　　業
2011年
会社設立
2019年4月
住　　所
鹿児島市春日町11-6
T E L
099-248-1122

一級建築大工技能士の資格を持つ。確かな技術に
裏打ちされた仕事ぶりは、高く評価されています

会 員 さ ん 情 報 【株式会社TSUKURITE】
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景況調査

【
今
期（
2
0
1
9
年
7
〜
9
月
期
）の
景
況
】

　
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
11
・
３

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
４
・
４
︶
ポ
イ
ン
ト

で
、
3
期
連
続
で
後
退
し
た
。

　
産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
を
見
る
と
、
製
造

業
は
改
善
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
業
種
は

す
べ
て
低
下
し
、
特
に
卸
売
業
は
大
き
く

悪
化
し
た
。

【
来
期（
2
0
1
9
年
10
〜
12
月
期
）の
見
通
し
】

　
全
産
業
の
来
期
見
通
し
は
、
▲
２
・
９

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
４
・
３
︶
ポ
イ
ン
ト

で
、
２
年
半
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。

多
く
の
業
種
で
慎
重
な
見
通
し
が
続
く
な

か
、
特
に
卸
売
業
は
厳
し
い
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

【
今
期
の
売
上
額
・
資
金
繰
り
・
採
算
】

　
売
上
額
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
９
・

９
︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
４
・
４
︶
ポ
イ
ン

ト
と
低
下
。
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
は
改

善
し
た
が
、
卸
売
業
と
製
造
業
は
大
き
く

低
下
し
た
。

　
資
金
繰
り
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲

３
・
５
︵
前
期
比
プ
ラ
ス
０
・
６
︶
ポ
イ

ン
ト
と
ほ
ぼ
変
化
な
し
。
建
設
業
と
サ
ー

ビ
ス
業
は
改
善
し
た
が
、
小
売
業
と
卸
売

業
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
。

　
採
算
の
全
産
業
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
14
・
９

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
９
・
３
︶
ポ
イ
ン
ト

と
後
退
し
た
。
製
造
業
と
建
設
業
は
横
ば

い
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
他
は
悪
化
し
、

【
回
答
企
業
の
コ
メ
ン
ト
】

・
顧
客
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
意
識
は
依
然

と
し
て
高
い
。
消
費
税
増
税
後
の
消
費

低
迷
の
懸
念
や
、
人
件
費
の
高
騰
な
ど

不
安
要
素
も
多
く
、
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
︵
卸
売
︶

・
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
あ

る
も
の
の
、
商
品
の
手
配
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
︵
小
売
︶

・
消
費
税
増
税
に
よ
り
、
消
費
者
が
よ
り

低
価
格
志
向
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

対
応
策
を
検
討
中
。
︵
サ
ー
ビ
ス
︶

今
期
業
況
は
3
期
連
続
で
悪
化
、
来
期
見
通
し
は
2
年
半
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
。

DI（Diffusion Index＝景気動向指数）とは
各調査項目について、好転企業割合から、悪化企業
割合を差し引いた値を示し、景気の現状把握や将来
の見通し予測を行う。
　　DIがプラスなら………好転、上昇基調
　　DIがマイナスなら……悪化、下降基調
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■産業別DI値表

■業況DIの推移

景況

DI値

記号の見方

H26.
4～6

H27.
4～6

H28.
4～6

H29.
4～6

H30.
4～6

R1.
7～9
（今期）

（DI値） （調査時期）

来期見通し
▲2.9（前期1.4）

▲4.4

15.7

▲7.4

▲22.6

▲8.3

▲8.1

▲4.4

▲24.2

0.3

▲30.5

15.2

10.5

0.6

3.6

3.7

▲7.6

▲11.5

7.9

▲9.3

0.0

0.0

▲45.5

▲14.6

▲2.4

▲2.9

3.0

▲3.8

▲20.0

0.0

0.0

▲3.6

▲9.1

4.2

▲30.0

▲4.2

10.5

▲3.5

▲6.3

▲7.7

▲15.0

▲8.0

10.5

▲7.9

▲3.0

▲16.0

▲15.0

▲8.7

▲2.6

▲11.3

6.3

▲7.4

▲40.0

▲16.0

▲10.8

▲9.9

▲24.2

7.7

▲35.0

▲4.0

0.0

▲3.5

▲6.1

11.1

▲25.0

▲19.2

10.5

▲14.9

0.0

0.0

▲50.0

▲26.1

▲13.2

▲6.9

▲9.4

0.0

▲17.4

▲7.7

▲2.7

▲5.5

0.0

7.4

▲4.5

▲19.2

▲10.5

▲4.1

▲9.7

7.4

▲17.4

▲7.7

2.6

▲5.6

0.0

0.0

▲4.5

▲11.5

▲10.8

業
　
況

売
上
額

資
金
繰
り

採
　
算

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

前期
［2019.4～6］
（A）

来期見通し
［2019.10～12］

増減
（B）－（A）

今期
［2019.7～9］
（B）

今期の業況
▲11.3（前期5.9）

来期見通し
今期の業況

特
に
卸
売
業
は
前
期
か
ら
45
・
５
ポ
イ
ン

ト
減
と
著
し
く
悪
化
し
た
。
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10
3

10
4

photo News
フォトニュース

40
年
ぶ
り
の
鹿
児
島
開
催

全
国
観
光
土
産
品
公
取
協
　
鹿
児
島
大
会

創
業
に
向
け
て
49
名
が

　  

必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ

10
15

11
2

か
ご
し
ま
創
業
塾

効
果
的
な
販
促
の
方
法
を
解
説

10
11

販
促
ツ
ー
ル
の
作
り
方
セ
ミ
ナ
ー

　
10
月
11
日
、
メ
ン
タ
ル
チ
ャ
ー
ジ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
株

式
会
社
代
表
の
岡
本
文
宏
氏
を
講
師
に
招
き
、

﹁
販
促
ツ
ー
ル
の
作
り
方
﹂
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。10
月
よ
り
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
や
軽
減
税
率
制
度
が
始
ま
り
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

自
社
の
強
み
に
合
っ
た
販
売
促
進
を
行
う
た

め
の
事
例
を
交
え
て
説
明
し
た
。

　
56
人
の
受
講
者
か
ら
は
﹁
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把

握
の
重
要
さ
が
分
か
っ
た
﹂﹁
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

様
々
な
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
販
促
方
法

を
学
べ
た
﹂な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
10
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
全
国
観
光

土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
の
主
催
で
、
第
54
回

全
国
観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
鹿
児
島

大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
１
０
０
人
の

業
界
関
係
者
が
参
加
し
た
。鹿
児
島
で
の
開
催

は
40
年
ぶ
り
。

　
大
会
１
日
目
の
、
式
典
・
会
議
で
、
全
国
協

議
会
の
大
谷
博
国
会
長
が
﹁
来
年
は
新
た
な
食

品
表
示
制
度
へ
の
完
全
移
行
を
控
え
て
お
り
、

皆
さ
ま
と
連
携
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
﹂と
挨
拶
を
述
べ
た
。ま
た
、
鹿
児
島
県
協
議

会
の
渕
本
逸
雄
会
長
、
岩
田
泰
一
副
会
長
を
含

め
、
各
地
協
議
会
の
９
名
が
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。

　
大
会
二
日
目
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は

26
人
の
参
加
者
が
仙
巌
園
な
ど
県
内
各
地
の

名
所
を
巡
っ
た
。

　
10
月
15
日
か
ら
11
月
２
日
に
か
け
て
、
創
業

予
定
者
や
創
業
間
も
な
い
事
業
者
を
対
象
に

か
ご
し
ま
創
業
塾
を
開
催
し︵
6
回
講
座
︶、
49

名
が
受
講
し
た
。

　
最
終
日
の
講
義
で
は
、
株
式
会
社
パ
ー
ル
代

表
取
締
役
の
安
田
勝
也
氏
が
、﹁
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
作
成
の
基
本
﹂
と
題
し
、
経
営
理
念
と
ビ

ジ
ョ
ン
の
考
え
方
を
は
じ
め
、
経
営
戦
略
や
数

値
計
画
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
作
成
手
順
に
つ
い
て
、
経
験
談
や
事

例
も
交
え
な
が
ら
説
明
を
行
っ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
﹁
ど
の
講
座
も
す
ば
ら
し
い

内
容
で
、
創
業
に
向
け
て
参
考
に
な
っ
た
﹂﹁
す

ぐ
に
取
り
組
め
る
内
容
も
あ
り
、
学
ん
だ
こ
と

を
実
践
し
て
い
き
た
い
﹂な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

〜
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四
十
九
所
神
社
高
山
流
鏑
馬
ま
つ
り

な
ど
を
見
学

10
20

グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

年
末
調
整
の
具
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
を
学
ぶ

11
7

わ
か
り
や
す
い
年
末
調
整
説
明
会

令
和
2
年
度
新
体
制
が
決
定

10
23

青
年
部
臨
時
総
会

フォトニュース

　
10
月
23
日
、
当
商
工
会
議
所
青
年
部
第
27
回

臨
時
会
員
総
会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
度
の
理

事
16
人
と
監
事
２
人
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

新
理
事
の
互
選
に
よ
り
正
副
会
長
、
専
務
理
事

が
選
任
さ
れ
た
。

　
会
長
に
、
俣
木
裕
一
氏
︵
城
山
観
光
㈱
　
取

締
役
︶が
選
任
さ
れ
、
副
会
長
に
は
、
宮
原
綱
良

氏︵
ソ
ワ
レ
・
ド
・
フ
ル
ー
ル
　
代
表
︶、
上
拾

石
康
博
氏
︵
㈱
ガ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
鹿
児
島
　
代

表
取
締
役
社
長
︶、
下
吉
広
也
氏︵
ア
ル
バ
ス
広

告
デ
ザ
イ
ン
　
代
表
︶、
横
峯
壮
氏︵
メ
ッ
ト
ラ

イ
フ
生
命
保
険
㈱
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶
の
４

名
が
、
専
務
理
事
に
は
是
枝
剛
氏
︵
㈱
南
日
本

新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー
　
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
︶

が
選
任
さ
れ
た
。︵
任
期
は
令
和
2
年
4
月
か

ら
令
和
3
年
3
月
︶

　
か
ご
し
ま
検
定
の
最
上
位
級
合
格
者
で
組

織
さ
れ
る
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
10
月
20
日
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実

施
し
、
大
隅
方
面
の
伝
統
行
事
や
歴
史
的
建
築

物
な
ど
を
見
学
し
た
。

　
同
日
、
四
十
九
神
社
で
行
わ
れ
た
流
鏑
馬
ま

つ
り
で
は
、
中
学
２
年
生
の
射
手
が
、
馬
に
ま

た
が
り
約
３
３
０
メ
ー
ト
ル
の
馬
場
を
３
回

駆
け
抜
け
な
が
ら
、
計
９
本
の
矢
を
放
ち
、
今

年
の
五
穀
豊
穣
を
占
っ
た
。見
学
し
た
参
加
者

か
ら
は
、﹁
堂
々
と
馬
場
を
駆
け
、
矢
を
放
っ
た

中
学
生
の
姿
に
感
動
し
た
﹂﹁
９
０
０
年
受
け
継

が
れ
て
い
る
伝
統
行
事
を
見
学
で
き
、
素
晴
ら

し
い
体
験
が
で
き
た
﹂な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
11
月
７
日
に
、
税
理
士
の
小
原
雅
樹
氏
を
講

師
に
迎
え
、
わ
か
り
や
す
い
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
し
た
。講
師
よ
り
、
年
末
調
整
の
流
れ

や
事
前
準
備
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
法
定
調

書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
実
際
に
使
用

す
る
書
類
に
沿
っ
て
解
説
が
あ
っ
た
。

　
61
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
、﹁
源
泉

徴
収
簿
を
使
っ
て
計
算
し
た
の
で
、
仕
事
で
活

か
せ
る
﹂﹁
よ
く
引
っ
か
か
る
ポ
イ
ン
ト
の
説

明
も
あ
り
、
今
年
の
年
末
調
整
に
向
け
て
大
変

参
考
に
な
っ
た
﹂等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

役
員
を
選
任

10
17

女
性
会
臨
時
総
会
･
10
月
役
員
会

　
10
月
17
日
に
臨
時
総
会
・
役
員
会
を
開
催
し
、

次
期
正
副
会
長
、
監
事
を
選
任
し
た
。任
期
は

令
和
元
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
10
月
31

日
ま
で
の
３
年
。

■
会
長
　

吉
永
由
美
子︵
㈲
ユ
ー
ミ
ー
ラ
イ
フ 

取
締
役
会
長
︶

■
副
会
長

正
ゆ
か
り
︵
中
央
石
油
㈱
・
ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ス

天
文
館 

常
務
取
締
役
︶

田
村
ユ
ミ︵
㈱
シ
ョ
ー
ワ 

代
表
取
締
役
︶

濱
川
久
子︵
鹿
児
島
福
鳥
㈱ 

取
締
役
︶

新
内
麻
子︵
㈲
丸
新
玩
具 

取
締
役
︶

■
監
事
　

水
間
福
枝︵
㈱
フ
ラ
ン
ス
ヤ 

監
査
役
︶

土
屋
ひ
で
子︵
㈱
文
化
社 

監
査
役
︶

■
顧
問

宮
之
原
清
子︵
㈱
清
友 

取
締
役
会
長
︶

※
顧
問
に
つ
い
て
は
11
月
14
日
役
員
会
で
選
任
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インフォメーション経営相談ガイド

経
営
相
談
ガ
イ
ド

小
規
模
企
業
共
済
制
度

節
税
効
果
大
！ 
掛
金
全
額
所
得
控
除
（
最
大
84
万
円
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
　
企
業
支
援
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
2
2

■
加
入
で
き
る
方

　
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
個
人
事
業
主
・

共
同
経
営
者
︵
個
人
事
業
主
１
人
に
つ
き
２
人

ま
で
︶ま
た
は
会
社
の
役
員

 

・ 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
商
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
︵
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く
︶
は
５

人
以
下
の
事
業
者
の
方

 

・ 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
、
建
設
業
、
製

造
業
、
運
輸
業
、
不
動
産
業
、
農
業
な
ど
は
20

人
以
下
の
事
業
者
の
方
な
ど

　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主
や
共
同
経
営
者
、
会
社
役
員
が
事
業
を
や

め
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
国
の
共
済
制
度
で
、
経
営
者
の
退
職
金
制
度
と
も
い
え
ま
す
。掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と

な
る
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

◆
節
税

掛
金
全
額
を
課
税
対
象
所
得
か
ら
控
除
で

き
ま
す
。

◆
退
職
金
の
積
立

共
済
金
は
、
老
後
の
生
活
資
金
や
転
業
時
の

事
業
資
金
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
受
取
り
時
に
も
税
制
面
で
メ
リ
ッ
ト

受
取
方
法
を
次
の
３
種
類
か
ら
選
択
で
き

ま
す
。

 

・
一
括
受
取︵
退
職
所
得
扱
い
︶

 

・
分
割
受
取︵
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
︶

 

・
一
括
と
分
割
の
併
用

3
つ
の
メ
リ
ッ
ト

■
掛
金

○
月
額
１
千
円
か
ら
７
万
円
ま
で
５
百
円
単

位
で
自
由
に
選
べ
ま
す
︵
半
年
払
い
、
年
払

い
も
で
き
ま
す
︶。

○
加
入
後
の
増
減
額
は
掛
金
の
範
囲
内
︵
５
百

円
単
位
︶で
自
由
に
で
き
ま
す
。

■
共
済
金
の
受
け
取
り
事
由

　
加
入
後
６
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
、
次
の
事
由

が
生
じ
た
場
合
、
事
由
に
応
じ
て
共
済
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。

 

・ 

個
人
事
業
の
廃
業
、個
人
事
業
主
の
死
亡

 

・ 

個
人
事
業
主
の
廃
業
に
伴
う
共
同
経
営
者

の
退
任︵
死
亡
も
含
む
︶

 

・ 

会
社
等
の
解
散

 

・ 

疾
病
・
負
傷
に
よ
る
役
員
の
退
任

 

・ 

65
歳
以
上
で
15
年
以
上
掛
金
を
払
っ
て
い

る
共
済
契
約
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き

︵
老
齢
給
付
︶  

な
ど

■
契
約
者
貸
付

○
一
定
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
納
付
し
た
掛

金
の
範
囲
内
で
、
事
業
資
金
等
の
貸
付
制
度

を
利
用
で
き
ま
す
。︵
担
保
・
保
証
人
不
要
︶



鹿児島県事業引継ぎ支援センター

～事業承継のお悩みや疑問等々、お気軽にご相談下さい～

事業引継ぎまでの経緯

　譲渡者の「（株）エイムわらびーハウス青葉園（以下「青葉園」）は、1972年 7月創業、

福岡市で健康茶葉の製造販売をおこなっている。青葉園の坂口社長は 68歳（相談登録時）

となり後継者もいないことから、取引先である「がばい農園（株）」の児玉社長に事業引継

ぎの相談を持ちかけた。譲受者の「がばい農園（株）」は、2009年 5月設立、健康茶葉のネッ

ト販売をおこなっており、2017 年 6 月に児玉社長が第三者承継により社長に就任した会

社である。がばい農園（株）の茶葉の仕入れ先はほぼ 100％が青葉園であり、青葉園の存

続はがばい農園にとっても重要な課題であった。両トップ同士である程度協議が進んだとこ

ろで佐賀県事業引継ぎ支援センターへの相談となった。

　佐賀県事業引継ぎ支援センターは、中立的な立場に立ち、成約までの期間、両社長からの

相談に対応。M＆A の話を持ちかけられた児玉社長は、メインバンクである佐賀共栄銀行に

相談したうえで、佐賀県事業引継ぎ支援センターに買い登録した。そして、佐賀共栄銀行と

業務提携している、あおいM＆A アドバイザリー（株）が、弁護士、会計士等の専門家も交

えながら、企業価値を算定、譲渡契約書作成等の手続きを経て成約に至った。

鹿児島県事業引継ぎ支援センターは、次世代への事業引継ぎ等に関する様々な課題解決を
支援する公的相談窓口です。中小企業や小規模事業者の事業引継ぎの事務に精通した専門
家が秘密厳守・無料でご相談を承ります。

事業引継ぎの概要

≪ ご相談の流れ ≫

≪ お問い合わせ先 ≫
事業承継のことなら、なんでもお気軽に、ご連絡ください。

鹿児島商工会議所（鹿児島県事業引継ぎ支援センター）
TEL：099-225-9534　FAX：099-227-1977
〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
http://www.kagoshima‐cci.or.jp   E-mail:k-hikitsugi@chic.ocn.ne.jp

事業承継

秘密厳守相談料無料経済産業省 九州経済産業局 委託事業

譲渡者：（株）エイムわらびーハウス青葉園（福岡市早良区）
　（業種）健康茶葉の製造・卸売　
譲受者：がばい農園（株）（佐賀市諸富町）
　（業種）健康茶葉のネット販売
譲渡方法：株式譲渡

事業引継ぎ支援センターの利用事例ご紹介

お申込み・受付
お電話・メールなどでご連絡

ご相談・アドバイス
相談員が、疑問点やお悩み
などのご相談をお受けし
事業引継ぎに関わる様々な
アドバイスを致します

事業引継ぎ支援
金融機関などへの橋渡しや、
全国のセンターへ登録されて
いる売り・買い情報の提供を
行います

1 2 3

13 アイム【2019年10月】

鹿児島県事業引継ぎ支援センター
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部会委員会活動報告

鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

Ķɺɼy ķɉૹ૥๿஬৙ࡼޏஒʫ˃Ȧఱɂ௶ၡȦ਄ȧৄȠʫ˃ɅɄɥȭɂɬࡄȽɀĂĶ୸ڋȞɉ૵জ௘ގȥɣ઻ɘɥķȭɂɅශ࠽

ȱĂܑ াɈĶJ’nķĪૐɉīɂჩშȱȹɜɈɁȳăJɅɉɼ̀ ʭʁ́ Ĝʏʿ Ằɼ̀ ʞ˂ ʐɿ̀ ʠĂnɅɉ ʠ́˅ ʵ˂ ʑĪෂఘණīĂ̫ĜʠĪ୸ޏ

ȞīɄɃɈڷჍȦਮɛɣɦɀȞɘȳă

部会委員会
活動報告

㈱
九
州
グ
ン
ゼ
宮
崎
工
場
を
視
察

〈
商
業
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
10
月
17
日

■
場
所
　
㈱
九
州
グ
ン
ゼ
　
宮
崎
工
場

■
概
要

　
商
業
部
会
は
、
宮
崎
県
小
林
市
に
あ
る

㈱
九
州
グ
ン
ゼ
の
宮
崎
工
場
を
視
察
し

た
。

　
同
社
か
ら
の
説
明
は
以
下
の
通
り
。

　
グ
ン
ゼ
㈱
は
、
波
多
野
鶴
吉
が
何
鹿︵
い

か
る
が
︶
郡
︵
現

：

京
都
府
綾
部
市
︶
に
明

治
3:
年
に
設
立
し
た
。社
名
は
当
時
、
地
方

産
業
振
興
の
た
め
全
国
を
遊
説
し
て
い
た

薩
摩
藩
出
身
の
前
田
正
名
が
発
し
た

﹁
今
日
の
急
務
は
　
国
是
　
県
是
　
郡
是

　
村
是
を
定
む
る
に
あ
り
﹂
と
い
う
所
信

に
共
感
し
、
そ
こ
か
ら
郡
是
と
な
っ
た
。こ

の
社
名
か
ら
も
、
鹿
児
島
に
縁
の
あ
る
会

社
で
あ
る
。

　
現
在
、
宮
崎
工
場
で
は
レ
ッ
グ
ウ
ェ
ア

の
中
で
も
、
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や

機
能
性
タ
イ
ツ
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。

　
都
城
市
高
崎
町
に
あ
る
高
崎
分
工
場
で

造
ら
れ
た
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
用
の

糸
を
原
料
に
原
糸
の
加
工
か
ら
、
編
立
、
縫

製
、
検
査
、
染
色
、
仕
上
、
包
装
と
い
う
段
階

を
経
て
完
成
し
た
製
品
が
出
荷
さ
れ
る
。

　
各
工
程
に
お
い
て
、
機
械
に
頼
る
の
で

は
な
く
人
の
目
や
技
術
に
よ
っ
て
正
確
な

検
査
を
行
い
な
が
ら
行
程
が
進
ん
で
い

く
。

　
現
在
、
宮
崎
工
場
で
は
グ
ン
ゼ
が
独
自

に
開
発
し
た
縫
い
目
が
無
く
締
め
付
け
感

の
無
い
﹁
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｚ
﹂
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品

の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。
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部会委員会活動報告

国
内
設
備
投
資
は
8
年
連
続
の
増
加

〈
金
融
・
不
動
産
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
11
月
1
日
18
時
〜

■
場
所
　
山
形
屋
ビ
ス
ト
ロ
・
ル
・
ド
ー
ム

■
講
師

　
㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
南
九
州
支
店

　
　
　
　
　
支
店
長
　
新
崎
　
恭
史
　
氏

■
演
題

　
国
内
設
備
投
資
の
状
況
と
「
広
義
の
投

資
」の
動
向
に
つ
い
て

■
概
要

　
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
調
査
に
よ
る

と
、
国
内
の
設
備
投
資
は
８
年
連
続
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。製
造
業
を
中
心
に
通

商
摩
擦
な
ど
を
背
景
と
し
た
、
先
行
き
の

不
透
明
感
は
あ
る
も
の
の
、
非
製
造
業
に

お
い
て
都
市
機
能
拡
充
に
向
け
た
投
資
が

継
続
す
る
と
み
ら
れ
、
国
内
設
備
投
資
全

体
と
し
て
は
、
底
堅
さ
を
維
持
す
る
と
思

わ
れ
る
。　
　
　

　
ま
た
、﹁
広
義
の
投
資
﹂
に
対
す
る
取
り

組
み
で
は
、
大
学
・
研
究
機
関
や
中
小
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
積

極
的
に
外
部
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
効
率

よ
く
研
究
開
発
を
進
め
よ
う
と
す
る
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
が
、

大
企
業
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

水
と
竹
の
研
究
を
通
じ
て

　
　
　
　
　 

社
会
に
貢
献
し
た
い

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
10
月
25
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
㈱
ア
ト
ム
ニ
ク
ス
研
究
所
　

　
　
　
代
表
取
締
役
　
畑
田
　
賢
造
　
氏

■
演
題

　
水
と
竹

■
概
要

　
松
下
電
器
で
研
究
開
発
に
従
事
し
た

後
、
得
た
知
見
を
広
く
社
会
に
役
立
て
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
１
９
９
８
年
に
ア
ト

ム
ニ
ク
ス
研
究
所
を
設
立
し
た
。

　
当
研
究
所
で
は
、﹁
自
然
科
学
を
活
用
し

た
物
創
り
、
事
創
り
﹂を
基
本
方
針
に
、
技

術
創
造
、
共
同
開
発
、
技
術
支
援
、
人
材
育

成
等
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
21
世
紀

の
水
や
防
災
用
グ
ッ
ズ
等
の
研
究
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
水
と
竹
は
今

後
の
活
用
の
幅
も
広
く
興
味
を
も
っ
て
い

る
。

　
水
は
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
い
か
に
最

小
限
の
量
で
目
的
を
達
成
す
る
か
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
る
。例
え
ば
、
市
販
の
飲

料
水
を
使
用
し
た
茶
葉
の
抽
出
実
験
や
、

市
販
の
水
と
水
道
水
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
イ

ン
ク
や
墨
汁
等
の
洗
浄
実
験
、
水
道
水
と

天
然
水
に
よ
る
植
物
の
成
長
度
合
い
の
比

較
等
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、
飲
料
・
料
理

や
植
物
の
成
長
に
は
、
水
ク
ラ
ス
タ
ー︵
水

分
子
の
集
合
体
︶
が
小
さ
い
こ
と
が
重
要

で
あ
る
一
方
、
洗
浄
効
果
を
高
め
る
に
は
、

水
ク
ラ
ス
タ
ー
値
や
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
値

が
高
い
方
が
重
要
と
推
察
さ
れ
る
。
21
世

紀
に
必
要
と
さ
れ
る
水
は
、
こ
れ
ら
２
つ

の
要
素
が
混
在
し
た
水
で
あ
る
。

　
ま
た
、
竹
の
用
途
も
幅
広
い
。孟
宗
竹
を

粉
砕
し
、
俵
上
に
成
形
し
て
炭
化
さ
せ
る

と
、
マ
ッ
チ
１
本
で
火
が
付
き
、
備
蓄
し
て

お
け
ば
災
害
時
に
便
利
な
ス
ー
パ
ー
竹
炭

が
で
き
る
。ま
た
、
竹
酢
液
︵
竹
を
蒸
し
焼

き
に
し
て
炭
化
す
る
と
き
に
煙
突
か
ら
出

る
排
気
ガ
ス
を
採
取
し
、
そ
れ
を
冷
却
す

る
こ
と
で
液
化
さ
せ
、
収
集
し
た
も
の
︶も

苔
や
藻
の
増
殖
抑
制
に
使
え
る
。

　
今
後
も
研
究
を
通
じ
て
、
世
の
中
の
課

題
解
決
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

う
。
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中小企業のセキュリティー対策

■「
新
た
な
脅
威
が
顕
在
化
し
た
際
の
対

応
」
に
つ
い
て
責
任
範
囲
の
明
記
が
な
い

割
合
は
8
割

〔
第
26
回
〕契
約
の
責
任
範
囲
に
注
意

　
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や

運
用
を
外
部
に
委
託
す
る
組
織
に
お
い
て
、

例
え
ば
標
的
型
攻
撃
な
ど
の
イ
ン
シ
デ
ン

ト
が
発
生
し
た
場
合
、
関
係
す
る
複
数
組
織

へ
の
被
害
拡
大
の
懸
念
や
原
因
究
明
の
難

し
さ
が
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。そ

の
原
因
と
し
て
、
委
託
先
間
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
取
り
決
め
に
つ
い
て

責
任
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、
独
立
行
政
法
人
情

報
処
理
推
進
機
構
︵
Ｉ
Ｐ
Ａ
︶
で
は
責
任
範

囲
が
明
確
に
で
き
な
い
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
対
策
を
導
き
出
す
た
め
の
調
査
﹁
Ｉ
Ｔ

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
責
任
範
囲
に
関
す
る
調
査
﹂

を
実
施
し
、
報
告
書
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

︵h
ttp

s://w
w
w
.ip
a
.g
o
.jp/secu

rity
/fy

3
0

/rep
o
rts/scrm

/

︶に
公
開
し
た
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

　
Ｉ
Ｔ
業
務
委
託
契
約
時
に
、
委
託
元
が

契
約
関
連
文
書
で
明
確
に
し
て
い
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
要
求
事
項
︵
責
任

範
囲
︶
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、﹁
新
た
な
脅

威
が
顕
在
化
し
た
場
合
の
情
報
共
有
・
対

応
﹂が
20
・
１
％
で
最
も
低
く
、
８
割
は
記

載
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。ま
た

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策

イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

も
６
割
強
は
記
載
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ

う
な
委
託
元
は
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
に

迅
速
な
対
応
が
難
し
く
、
被
害
拡
大
、
復
旧

遅
延
の
可
能
性
が
あ
る
。

■
責
任
範
囲
を
明
確
に
で
き
な
い
理
由
は

知
識
・
ス
キ
ル
不
足
が
最
多
で
79
・
6
％

　
責
任
範
囲
が
明
確
に
で
き
な
い
理
由
と

し
て
、﹁
専
門
知
識
・
ス
キ
ル
が
不
足
し
て

い
る
﹂
に
つ
い
て
﹁
強
く
そ
う
思
う
﹂︵
28
・

３
％
︶と﹁
や
や
そ
う
思
う
﹂︵
51
・
３
％
︶を

合
わ
せ
る
と
79
・
６
％
が
不
足
し
て
い
る

と
答
え
て
い
る
。

■
Ｉ
Ｔ
業
務
委
託
契
約
に
お
い
て
リ
ス

ク
低
減
を
目
的
に
複
数
の
対
策
を
実
施

　
Ｉ
Ｔ
業
務
委
託
契
約
時
に
、
委
託
元
か

ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
要
求
事
項

に
不
明
瞭
な
部
分
が
残
っ
て
し
ま
う
場
合

に
、
委
託
先
が
な
ん
ら
か
の
対
策
を
行
っ

て
い
る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
主
に
、
自

組
織
内
で
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
の
対

策
を
実
施
し
て
い
た
。

■
Ｉ
Ｔ
業
務
委
託
契
約
時
に
責
任
範
囲

を
記
述
し
て
い
る
文
書
は
〝
契
約
書
〞

が
最
多

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
係
る
要
求
事

項
︵
責
任
範
囲
︶
を
ど
ん
な
契
約
内
容
文
書

に
記
載
し
て
い
る
か
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
最
も
多
い
の
は
契
約
書
で
あ
り
、
回
答

し
た
委
託
元
企
業
の
96
・
５
％
で
用
い
ら

れ
て
い
た
。

■
責
任
範
囲
を
明
確
に
す
る
に
は
〝
契

約
関
連
文
書
の
ひ
な
形
の
見
直
し
〞
が

最
も
有
効

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
多
く
の
組
織

で
契
約
書
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
責
任

範
囲
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
る
項
目
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。ま
た
、
責
任

範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
契
約
関
連

文
書
の
ひ
な
形
の
見
直
し
が
有
効
で
あ
る

こ
と
も
分
っ
た
。し
か
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
企
業
か
ら
は
、
契
約
書
の
ひ
な
形
や
契

約
書
の
内
容
の
見
直
し
は
、
社
内
手
続
き

や
取
引
先
と
の
調
整
に
労
力
を
必
要
と
す

る
た
め
、
容
易
で
は
な
い
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。

　
他
方
、
２
０
１
７
年
５
月
に
民
法
が
改

正
さ
れ
﹁
瑕
疵
担
保
責
任
﹂
が
﹁
契
約
不
適

合
責
任
﹂
に
変
更
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

契
約
時
に
お
け
る
契
約
内
容
の
明
確
化
が

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ

の
た
め
、
組
織
で
は
20
年
４
月
の
改
正
民

法
の
施
行
を
見
据
え
た
、
ひ
な
形
を
含
む

契
約
関
連
文
書
の
見
直
し
が
急
務
で
あ

る
。こ
れ
を
見
直
し
の
機
会
と
考
え
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
要
求
事
項
に

つ
い
て
も
修
正
、
追
加
の
必
要
が
な
い
か

を
検
討
を
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

︵
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・

江
島
将
和
︶

委託元が文書で明確にしているセキュリティーに係る要求事項

秘密保持

証跡の提示、監査協力等

インシデントが発生した場合の対応

新たな脅威（脆弱性等）が
顕在化した場合の情報共有・対応

可用性（稼働率の水準、目標復旧時間等）

再委託の禁止または制限

契約終了後の情報資産の扱い
（返却、消去、廃棄等）

情報セキュリティに関する
契約内容に違反した場合の措置

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

64.2％ 35.8％

35.1％ 64.9％

44.1％ 55.9％

37.1％ 62.9％

30.4％ 69.6％

20.1％ 79.9％

37.4％ 62.6％

51.4％ 48.6％

責任範囲の記載あり　　　責任範囲の記載なし
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インフォメーション

i n f o r m a t i o n

「おぎおんさぁ」Instagramフォトコンテスト
入賞作品決定！

「おぎおんさぁ」公式ホームページ
https://ogionsaa.jp

Instagramフォトコンテスト受賞作品を
ご覧になりたい方は

 応募作品
 145点 (15 名 )

 受賞作品
 「宵祭部門」　    3 点

 「本祭部門」　    3 点

 「ユニーク部門」  1点

7月 21・22日に開催した「おぎおんさぁ
（祇園祭）」の Instagramフォトコンテスト
の入賞作品が下記の通り決定した。

宵祭部門 1位　k.n.kagoshima

本祭部門 1位　xicunchongkang5

ユニーク部門 1位
kayo_kayo.s

受賞作品は、「おぎおんさぁ」の
公式ホームページにて公開中。
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インフォメーション

産業界の信頼ブランド「商工会議所検定試験」申し込みスタート！

第154回 日商簿記検定試験
　簿記は、あらゆる業種・職種に役立つビジネスの基礎知識。企業活動を記録・
計算・整理して、経営成績と財務状態を明らかにする技能です。また、経理のみ
ならず、経営や経済への理解力が身につきます。
試　験　日／
申 込 期 間／
受　験　料／

令和2年2月23日（日）
令和元年12月16日（月）～令和2年1月24日（金）
2級：4,720円　3級：2,850円
※インターネット申し込みの場合は、
　ネット受付事務手数料が別途必要です。

申込方法

企業が求める資格、第１位※ ～企業、経済を見る目が養える～
※リクルートエージェントのホームページ「企業が求める資格ランキングトップ10」から引用。

第85回リテールマーケティング（販売士）検定試験
　流通・小売分野で唯一の公的資格で、現場で役立つ販売・接客の技術だけでなく、
在庫管理からマーケティング、労務・経営管理に至る幅広い知識が身につきます。
　企業や教育機関などからの評価も高く、昇進・昇格の条件にしている企業も少
なくありません。
　ビジネス界に支持されて40年以上の実績を誇り、全国で約18万人の販売士が
活躍中です。
試　験　日／
申 込 期 間／
受　験　料／

令和2年2月19日(水)
令和元年12月16日（月）～令和2年1月24日（金）
1級7,850円　2級5,770円  3級4,200円
※インターネット申し込みの場合は、
　ネット受付事務手数料が別途必要です

流通・小売業での唯一の公的資格！

※鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、
　鹿児島商工会議所のホームページからお申し込みください。
≪窓口受付≫　平日の8:30～17:00（年末年始12/30～1/3を除く）
≪インターネット受付≫24時間対応（申込期間に限る）
　◇詳細はWebで、  鹿児島商工会議所簿記検定   　検索
　◇詳細はWebで、  鹿児島商工会議所販売士検定　検索
■お申し込み・お問い合わせ先
　鹿児島商工会議所　企業支援部　企業支援課　TEL：099－225－9522

1．買い物をする人のお手伝い
をしたい、喜ぶ顔が見たい。

2．取引先に企画・提案できるリ
テールサポートのプロにな
りたい。

3．購買意欲をそそる店づくり
をしたい。

4．マーケティング力を身につ
け、販売促進で業績アップを
目指したい。

このような方にオススメ！

　経理関連の書類を読めるこ
とは、経理だけでなく、営業、人
事、総務の全ての判断に必要な
ことです。
　数字に強くなれることで、あ
らゆる判断が正確にできる人
になれます。

ポイント！

事業所ごとの
団体申し込みも
受け付けています。
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インフォメーション

　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
の
約
６
割
を
占
め
る
容

器
包
装
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
を
減
ら
し
、

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
法
律
で
す
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、﹁
再
商
品
化
︵
リ

サ
イ
ク
ル
︶
義
務
の
あ
る
特
定
事
業
者
﹂

に
該
当
す
る
事
業
者
は
、﹁
容
器
﹂﹁
包

装
﹂の
利
用
量
、
容
器
の
製
造
等
の
量
に

応
じ
て
、
再
商
品
化
義
務
を
負
う
も
の

と
さ
れ
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
に
再
商
品
化
の
委
託
申
し
込
み
を

行
い
、
委
託
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、

再
商
品
化
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、
小
規
模
事
業
者
は
除

き
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
再
商
品
化
委

託
契
約
申
込
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
が
難
し
い
方

な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
委
託
申
込
先
】

鹿
児
島
商
工
会
議
所 

企
業
支
援
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

【
再
商
品
化
委
託
申
込
期
間
】

令
和
２
年
１
月
10
日︵
金
︶か
ら

令
和
２
年
２
月
26
日︵
水
︶ま
で

※
小
規
模
事
業
者
と
は

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

○
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
、
か

つ
売
上
高
７
千
万
円
以
下
の
事
業
者

○
製
造
業
な
ど
は
20
人
以
下
、
か
つ
売
上

高
２
億
４
千
万
円
以
下
の
事
業
者

※

商
品
の
販
売
に
　
　
　
　
　
　
　
　
を
利
用
す
る
事
業
者
や

　
　
　
　
　
　「
容
器
」を
製
造
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

〜
令
和
2
年
度
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
委
託
申
込
受
付
の
ご
案
内
〜

容器

包装

●法律の概要、再商品化の義務を負う事業者に
　該当するかの判断などに関する相談
　(公財 )日本容器包装リサイクル協会 コールセンター
　電話 03－5251－4870
●委託申込関係書類の請求
　(公財 )日本容器包装リサイクル協会 
　オペレーションセンター
　電話 03－5610－6261
容器包装リサイクルについて詳しく知りたい方は
協会ホームページ　URL:http://www.jcpra.or.jp
　「リサイクル協会」で検索されてください。

【お問い合わせ先】

「こんにちは！商工会議所です」
会員事業所総訪問運動実施中

　鹿児島商工会議所は、商工会議所の事業・業務のご案内と、
皆さまからご意見・ご要望を伺い事業運営に反映することを
目的に、本年度も「会員事業所総訪問運動」を実施いたします。
　職員が訪問した際は、なんでもお気軽にご相談ください。
　また、「2020 年度会員
章」をお届けしますので、
店舗や事務所に掲示して
ご活用ください。

　ご登録いただいております事業所名や代表者名・所在地などに
変更がございましたら、企業支援課までご連絡ください。
≪会費納入や変更事項についてのご連絡やお問い合わせ先≫
鹿児島商工会議所　企業支援課　TEL099-225-9522　FAX099-227-1977

【代表者・所在地等の変更について】

～職員がみなさまの事業所を訪問します～

2020年度
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快進撃企業に学べ

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

会
長
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

　
滋
賀
県
湖
南
市
に
、株
式
会
社
シ
ン
コ
ー

メ
タ
リ
コ
ン
と
い
う
中
小
企
業
が
あ
る
。

創
業
は
１
９
３
３
年
。
主
事
業
は
溶
射
施

工
と
い
う
、
社
員
数
86
人
の
モ
ノ
づ
く
り

企
業
で
あ
る
。

　
溶
射
と
は
、
金
属
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な

ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
熱
源
に
よ
り
過
熱
し
、

溶
融
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
状
態
に
し
た
粒

子
を
物
体
︵
素
材
︶
表
面
に
吹
き
付
け
て
、

皮
膜
を
形
成
す
る
表
面
改
質
技
術
で
あ
る
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
劣
化
や
摩
耗
し

や
す
い
部
分
に
は
事
前
に
、
劣
化
や
摩
耗

し
て
し
ま
っ
た
部
分
に
は
事
後
に
溶
射
し
、

製
品
の
安
全
・
安
心
・
信
頼
性
を
高
め
る

た
め
の
施
工
で
あ
る
。

　
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
事
業
と
い
う
こ

と
も
あ
り
目
立
た
な
い
が
、
航
空
機
で
い

え
ば
着
陸
時
に
大
き
な
衝
撃
が
加
わ
る
車

輪
部
分
、
橋
な
ど
各
種
イ
ン
フ
ラ
産
業
、

さ
ら
に
は
医
療
機
器
や
自
動
車
産
業
で
も

多
用
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
強
み
・
特
長
は
、
何
と
い
っ
て
も
、

創
業
以
来
、
つ
く
り
上
げ
確
保
し
て
き
た

独
自
の
高
い
開
発
技
術
力
や
製
法
技
術
力

で
あ
る
が
、近
年
、同
社
が
と
り
わ
け
各
界
・

各
層
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
代

目
の
立
石
豊
社
長
が
就
任
し
た
１
９
９
４

年
以
降
、
愚
直
一
途
に
取
り
組
ん
で
き
た

独
自
の
﹁
働
き
方
改
革
﹂﹁
楽
し
み
方
改
革
﹂

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
同
社
長
が
就
任
し
た
当
時
、
す
で
に
技

術
的
に
は
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
業
で

は
あ
っ
た
が
、
最
大
の
不
満
・
心
配
は
離

職
率
が
高
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

当
時
の
離
職
率
は
40
％
に
達
す
る
こ
と
も

あ
り
、
同
社
長
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
し

な
い
限
り
、
未
来
は
な
い
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
大
阪
芸
術
大
学
出
身
で
、
か
な
り

の
プ
ラ
ス
思
考
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の

25
年
間
、
働
き
が
い
の
あ
る
、
社
員
満
足

度
の
高
い
、
そ
し
て
社
員
が
辞
め
な
い
楽

し
い
企
業
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
努
力
が
実
り
、
今
や
社
員
の

離
職
率
は
実
質
ゼ
ロ
と
な
り
、
そ
れ
ば
か

り
か
、
溶
射
施
工
の
現
場
は
、
い
わ
ゆ
る

３
Ｋ
的
職
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、

事
務
・
現
業
を
問
わ
ず
、
職
場
は
活
気
に

あ
ふ
れ
、
社
員
全
員
が
自
信
と
誇
り
に
満

ち
た
顔
つ
き
・
目
つ
き
で
難
し
い
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
筆
者
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
常
々
、

社
長
の
仕
事
は
﹁
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
こ
と
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
五

つ
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
全
て
社
員
の
仕

事
で
あ
る
と
言
っ
て
き
た
。
同
社
長
の
こ

の
言
動
か
ら
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
こ
と
だ

け
に
全
身
全
霊
を
注
い
で
き
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
同
社
長
が
、
社
員
や
そ
の
家
族
の
幸
せ

づ
く
り
の
た
め
に
制
度
化
し
た
こ
と
は﹁
ド

リ
ー
ム
セ
ブ
ン
︵
７
日
間
連
続
休
暇
取
得

制
度
︶﹂﹁
イ
ク
メ
ン
フ
ァ
イ
ブ
︵
５
日
間

連
続
男
性
育
児
休
暇
取
得
制
度
︶﹂﹁
ス
ラ

イ
ド
ワ
ー
ク
勤
務
︵
通
常
の
勤
務
時
間
帯

を
都
合
に
合
わ
せ
て
前
後
に
ス
ラ
イ
ド
し

な
が
ら
働
く
勤
務
制
度
︶﹂﹁
誕
生
日
手
当

︵
10
万
円
の
現
金
手
渡
し
︶﹂﹁
ス
ー
ツ
手
当

︵
５
万
円
︶﹂﹁
結
婚
記
念
日
カ
ー
ド
︵
社
長

か
ら
の
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と

ホ
テ
ル
の
食
事
券
︶﹂、
そ
し
て
﹁
全
額
会

社
負
担
の
海
外
旅
行
﹂
な
ど
、
こ
こ
で
全

て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
ほ
ど
多

く
、
し
か
も
き
め
細
か
い
。

　
先
日
、
名
古
屋
市
内
で
開
催
さ
れ
た
会

合
に
同
社
長
を
お
招
き
し
、
こ
う
し
た
お

話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
終
了
後
、
あ
る

経
営
者
か
ら
﹁
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
さ

ん
は
立
派
な
業
績
を
実
現
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
。
弊
社

で
も
そ
う
し
た
い
が
、
余
裕
が
な
い
﹂
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
同
社

長
は
﹁
社
長
さ
ん
、
違
い
ま
す
。
社
員
を

ト
コ
ト
ン
大
切
に
し
よ
う
と
考
え
、
実
践

し
て
き
た
ら
業
績
が
良
く
な
っ
た
の
で
す
﹂

と
語
っ
た
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

社
員
を
ト
コ
ト
ン
大
切
に
す
る『
シ
ン
コ
ー
メ
タ
リ
コ
ン
』



特定退職金共済制度

事業主が負担する掛金は、１人月額30,000円まで損金または必要経費に計上できます。
（法人税法施行令第135条）

毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。

退職金制度の確立は従業員の確保と定着化を図り、企業経営の発展に役立ちます。

法律で定められた退職金支払いのための保全措置が講じられます。
（「賃金の支払いの確保等に関する法律」昭和51年法律第34号）

●

●

●

●

新企業年金保険

従業員の退職金準備のために

関心をもっていただけた場合は、お電話またはFAXにてお気軽にお問合せ下さい。

※ご記入いただく個人情報は、共済制度のご案内をお届けする目的にのみ利用させていただきます。

【お問合せ先】鹿児島商工会議所 企業支援部企業支援課　☎099-223-0011
（委託保険会社）　アクサ生命保険株式会社　大同生命保険株式会社　
　　　　　　　　住友生命保険相互会社　日本生命保険相互会社

特定退職金共済制度の資料請求　鹿児島商工会議所企業支援部企業支援課 宛

FAX 099-227-1977

事業所名 ご担当者名 TEL

※ 特定退職金共済制度の引受保険会社および引受割合など詳しくは商品パンフレットをご覧
ください。

メリット



℡

鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
報

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

令
和
元
年
十
二
月
一
日
発
行

︵
毎
月
一
日
発
行
︶

発
行
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

印
刷
所
　
有
限
会
社
ク
リ
ア

定
価
　
四
百
円

︵
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む
︶

鹿
児
島
市
東
千
石
町
一
│
三
八

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
十
三
・
十
四
階

　
〇
九
九︵
二
二
五
︶九
五
〇
〇


